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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

APLP2

APLP2; APPL2; Amyloid-like protein 2; APLP-2; APPH; Amyloid protein homolog; CDEI box-
binding protein; CDEBP
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アミロイド前駆体様タンパク質2（APLP2）をコードします。APLP2は、APP、APLP1、APLP2を含むAPP（アミロイド前駆体タンパク質）ファミリーのメンバーです。このタンパク質は普遍的に発現しており、N末端にヘパリン、銅、亜鉛結合ドメイン、中間領域にBPTI/Kunitz阻害因子ドメインとE2ドメイン、C末端に膜貫通ドメインと細胞内ドメインを有します。このタンパク質は、主要組織適合遺伝子複合体（MHC）クラスI分子と相互作用します。このタンパク質とAPPの相乗効果は、神経筋伝達、空間学習、シナプス可塑性の媒介に必要です。このタンパク質は、アルツハイマー病の病因に関与していることが示唆されています。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2011年8月],代替製品：追加のアイソフォームが存在する可能性がある,機能：止血の調節に関与する可能性がある。可溶性型は凝固因子に対する阻害特性を有する可能性がある。細胞内Gタンパク質シグナル伝達経路と相互作用する可能性がある。DNAの5'-GTCACATG-3'（CDEIボックス）に結合する可能性がある。トリプシン、キモトリプシン、プラスミン、第XIA因子、血漿および腺性カリクレインを阻害する。,PTM：BPTI/Kunitz阻害ドメインはO-グリコシル化されている。,類似性：APPファミリーに属する。,類似性：1つのBPTI/Kunitz阻害ドメインを含む。,サブユニット：CPEB1と相互作用する。,組織特異性：胎盤、脳、心臓、肺、肝臓、腎臓、および内皮組織。,
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	APLP2（リン酸化Tyr755）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

